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･

こ
の
本
は
「
短
詩
型
」
と
呼
ば
れ
る
文
学
作
品
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

･

「
短
詩
型
」
と
は
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
と
い
っ
た
、
五･

七
音
の
韻（
＝
リ
ズ
ム
）を
持
つ
短
い
詩
の

こ
と
で
す
。
基
本
的
に
は
短
歌
は
五
・
七
・
五
・
七
・
七
、
俳
句
と
川
柳
は
五
・
七
・
五
の
リ
ズ
ム
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
（
変
わ
っ
た
リ
ズ
ム
を
持
つ
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

･

ペ
ー
ジ
ご
と
に
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ー
ジ
の
構
成
に
つ
い
て
は
左
の
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

・
短
詩
型
の
作
品
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
こ
と
が
そ
の
最
大
の
特
徴
で
す
。
気
に
な
っ
た
作
品
が
あ
っ
た
ら
声

に
出
し
て
読
ん
で
み
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

5　　この本を読むにあたって　　　　　

　
　
三
橋
鷹
女

　
鞦

（
し
う
せ
ん
）韆
は
漕
ぐ
べ
し
愛
は
奪
ふ
べ
し

『
白
骨
』

　
鞦し
ゅ
う
せ
ん韆は
ブ
ラ
ン
コ
の
こ
と
で
、
春
の
季
語
で
す
。
ブ
ラ
ン
コ

は
勢
い
を
つ
け
て
漕こ

ぎ
な
さ
い
。
好
き
に
な
っ
た
人
の
愛
は
奪う
ば

い
な
さ
い
。
助
動
詞
「
べ
し
」
の
強
い
反
復
が
、
私
た
ち
読
者

を
愛
へ
と
駆
り
立
て
ま
す
。

　
季
語
＝
鞦
韆
（
春
）

三
橋
鷹
女
（
み
つ
は
し
・
た
か
じ
ょ
）　

一
八
九
九
〜
一
九
七
二

　
俳
人
。
千
葉
県
成
田
市
生
ま
れ
。

成
田
高
等
女
学
校
卒
。
卒
業
後
上
京
し
、
与
謝
野
晶
子
や
若

山
牧
水
の
影
響
下
で
作
歌
を
始
め
る
。
一
九
二
二
（
大
正

一
一
）
年
、
俳
人
で
も
あ
っ
た
歯
科
医
師
・
東
謙
三
と
結
婚

し
、
句
作
を
始
め
る
。
小
野
蕪
子
の
「
鶏
頭
陣
」
や
富
沢
赤

黄
男
の
「
俳
句
評
論
」
に
参
加
。
句
集
に
『
向
日
葵
』（
昭

和
一
六
年
）、『
羊
歯
地
獄
』（
昭
和
三
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。

右
は
作
者
名
で
す
。
左
の
大
き
く
書
か
れ
て
い
る
の
が
作
品
で
す
。
下
に
『　

』
か
「　

」
で
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

作
品
が
収
録
さ
れ
た
本
、
雑
誌
で
す
（
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

選
者
に
よ
る
解
説
で
す
。

俳
句
作
品
で
季
語
の
あ
る

場
合
は
説
明
が
あ
り
ま
す
。

作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
で
す
。

短
歌
は　
　

俳
句
は　
　

川
柳
は　　

で
す
。

作
品
の
作
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
す
。





9　　恋の風景　

　
　

寺
山
修
司　

　
海
を
知
ら
ぬ
少
女
の
前
に
麦

（
む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
）

藁
帽
の
わ
れ
は
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
い
た
り

『
空
に
は
本
』

　

少
女
は
、
海
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。「
海
っ
て
ど
ん

な
な
の
？
」、
そ
う
聞
か
れ
た
少
年
の
ぼ
く
は
、
せ
い
い
っ
ぱ

い
に
両
手
を
広
げ
て
、「
こ
ん
な
に
広
い
ん
だ
よ
！
」
と
一
生

懸
命
に
教
え
て
あ
げ
た
。
ま
だ
広
い
世
界
を
知
ら
な
い
少
女
に
、

ぼ
く
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
あ
げ
た
く
な
っ
た
。
麦
藁
帽

を
か
ぶ
っ
て
い
た
少
年
の
こ
ろ
の
思
い
出
が
、
ふ
と
よ
み
が
え

り
ま
す
。
あ
の
子
、
今
、
ど
う
し
て
る
ん
だ
ろ
う
？

寺
山
修
司
（
て
ら
や
ま
・
し
ゅ
う
じ
）　

一
九
三
五
〜
一
九
八
三　

青
森
県
弘
前
市
生
ま
れ
。
県
立
青

森
高
等
学
校
を
経
て
、
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
に
入
り
、
作

歌
を
始
め
る
。
在
学
中
に
「
短
歌
研
究
」
の
新
人
賞
を
受
賞
。

第
一
作
品
集
『
わ
れ
に
五
月
を
』（
昭
和
三
二
年
）。
第
一
歌

集
『
空
に
は
本
』（
昭
和
三
三
年
）、
評
論
に
『
書
を
捨
て
よ
、

町
へ
出
よ
う
』（
昭
和
四
二
年
）
な
ど
。
そ
の
後
は
詩
歌
に

と
ど
ま
ら
ず
、
放
送
詩
劇
、
シ
ナ
リ
オ
、
劇
団
「
天
井
桟

敷
」
で
の
活
動
、
映
画
製
作
な
ど
幅
広
い
活
動
を
展
開
す
る
。

肝
硬
変
に
よ
り
四
七
歳
で
死
去
。


